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里山農園で収穫祭　
3日の正午、事務局会議が終了した後、里山農園に移動して、副会長の播川さんが昨日から大奮闘していただいてカレーの煮込みが作られましたので、みんなでウグイスの声を聴きながら、梅雨の晴れ間に里山の風に触れながら、心ゆくまで昼食をいただきました。ノンアルコールビールのおいしさも手伝って、久しぶりに気持ちの良い時間を過ごしました。ところで今年ジャガイモの収穫は120㎏となって昨年より豊作でした。またタマネギもほとんど売り切れ寸前となりました。ジャガイモは男爵は残り少なくなっています。メークインは50㎏で余裕があります。購入後希望者にはお届けいたします。重たいので宅配も可能です。里山農園では茄子やキュウリ、いよいよトマトも赤くなってきています。これも購入希望があれば用意できるようになりました。ご連絡ください。先日この畑で金田さんがオオムラサキの撮影に成功されました。昨年も大村さんが耕運機に止まったところを撮影されています。
　
親子自然観察会　30日　9時30分　木津川堤防で初めて　カヤネズミの生存確認　　
桜谷先生にご指導いただいて開催した自然観察会では梅雨の時期ですが、昆虫たちにとってはちょうど良い天候に恵まれました。堤防を管理する国交省の木津川出張所が実施する草刈りの時期になっていて、観察場所が下流から刈りはじめて観察場所と重なってしまう日程になるので、刈り残しをお願いしていたので、うまく観察ができました。これまで　京田辺市域ではカヤネズミの生育が確認できていませんでしたが、今回の観察会では、カヤネズミの巣が4個も連続して発見確認できました。里山の会としてカヤネズミの生育痕跡が確認できたのは初めてでした。夜行性なのでこれから注意していきたいと思います。
カヤネズミの巣二日後の火曜日に消滅　異常事態発生　　
日曜日の午前中に発見したのですが、火曜日の午前9時30分ごろに再度存在を確認しようと現地に出かけてみると、最もわかりやすくしておいた巣がまったく見当たりません。見事に姿を消しているのです。同時に発見していた残りをあわてて探してみるとそれは無事でした。これまで、希少生物や植物がその存在を危うくするのは人間による持ち出しによるところが大きいと指摘されています。住みかを追われているカヤネズミが安心して子孫を残していける環境を守っていかなければならないと改めて強く実感しました。
オオムラサキ観察会30日　成虫の飛翔確認　
前日までに金田さん3匹を撮影　午後からのオオムラサキの観察会の集合は1時でした。普賢寺小学校前に大勢の皆さんが到着されていました。手に手に補虫網を持っておられました。受付に記入されている間にラクウショウ（落葉松）にかかわる普賢寺について短時間説明しました。第1の現場に移動、京都新聞や毎日新聞の取材の方もお越しでした。大きなクヌギの根元が樹液で黒く変色していて、周りにはたくさんの昆虫類が集まってきそうな雰囲気がありました。金田さんによってバナナなどが取り付けられています。ルリタテハなども来ているようです。第2の生息地に移動では竹藪の中のエノキの頂上部分でオオムラサキの飛翔が確認できました。次に第3の生息地に移動です。ここはもっとも早くからオオムラサキに出会った場所です、昨年も飛翔を確認したところなので期待をしていたのですが、あいにくこの日は見られませんでした。久しぶりに30人という大所帯でしたが、なんとか空振りにならなくてよかったと思っています。
朝日　毎日　京都　ラクナンタイムスマスコミ４社がオオムラサキ観察会の案内記事を掲載　
これまでは結果記事にはなっていたのですが、案内記事として各社が掲載していただいたことに感謝しています。大変ありがとうございました。
河川レンジャーの養成講座　開橋上流で実施　
河川レンジャーを希望される皆さん26人が元気に川流れと救助ロープでの救助練習に取り組みました。前日などの降雨があって高山ダムの放流に神経質になっていましたが、当日は少し多めの水量でした、支援スタッフも20人以上が揃って、安心できる体制が整いました。相変わらず気温は高く、熱中症など防止のための水分補給を強調しながら進めました。大きな事故もなく順調に二日目の講座が無事に終了しました。次回7月13日が最終回で、田中実知世さんと山村が講師を務めることになっています。
大阪樟風高校　自然系研究部訪問　オオムラサキの飼育場所見学　　
桜谷先生の紹介で東大阪市の府立枚岡樟風高校を森島さんと山村がおたずねをしました。ここは花園ラクビー場の東に位置して、校内でオオムラサキを飼育する学校です。三日月茜先生がご指導をされていて3年生3人が中心になって飼育をされていました。学校はかつて食品などに取り組む伝統ある学校でした。この伝統を生かしてオオムラサキが好むクヌギの樹液を分析、研究してオオムラ・ピースという新しい飲み物の開発に取り組んでおられるとの事で、戴いたジュースは冷たくて飲むと大変おいしいものでした。オオムラサキについて出前授業にも取り組んでおられるとのこと、出張依頼書を提出すれば来てくださるとの事でした。
山城大水害60周年　連続講演会の開催　
多くのご参加を　体験者の皆さんは高齢に　生々しいお話が聞かれるのは今！
・貴重なチャンス　ぜひお越し下さい。
7月7日13時　綴喜郡井手町上井手　京都府勤労者福祉会館　
①井手町の水害の記録映画上映　
②1983年の集いの座談会の再現　
③体験者報告（井手町・宮本敏雪氏、和束町　林辰男氏）
④玉川決壊跡地を訪ねるなど







